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「学びが見える・・・」      ねらいに向かうプロセスや学び方を意識しながら、学習活動に取

り組む子ども。子どもの実態や教科の特性を十分に考慮し、めざ

す姿に向かってその活動を支援する教師。 

「学びを実感する・・・」     試行錯誤の中で、わかった、できたという満足感を得たり、学習プ

ロセスを少しずつクリアしたりしながら自分の伸びがわかる子ど

も。その小さな変容を逃さず評価し、子どもと学びの楽しさを共感し

合う教師。 
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児童の実態 



研究の内容 

① 一人ひとりの発達や個性の違いに目を向けた児童理解に努め、それぞれの子どもの実態に応じ

た配慮や支援の仕方を研修する。 

② 子どもの実態や教科の特性から子どもにつけたい力を明らかにし、学びが実感できる授業を工

夫する。 

③ 単元と基礎基本の関係が見える評価マトリックスを作成する。 

④ それぞれの授業での評価の観点を考えていく。 

⑤ 子どもが伸びる通知表の内容について探っていく。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

研究計画 

４月       今年度の研究の方向性の確認 

          評価マトリックス作成 

          通知表の内容検討 

６月～１２月  授業研究  通知表のふりかえり（内容の吟味） 

６月       校内研修会 特別支援を要する児童の理解とその支援のあり方について 

７月       校内研修会 子どもを伸ばす学級経営 

８月       前期授業研究（大研）から学んだことと今後の課題 

１２月      後期授業研究から学んだことと今後の課題 

          研究紀要検討 

１月～２月   研究紀要作成 

２月       来年度の研究のあり方について 

３月       評価マトリックスの見直し 

         来年度の通知表の検討 

 

☆研究全体会、推進委員会、三部会（授業研究部・カリキュラム研究部・理論研究部）は定期的に、

また、随意に開いていく。 

☆研究視察、研修会なども積極的に行っていく。 

 

 

 

 

授業作りの視点 
・ 一人ひとりが課題に向き合い､体験や操作活動などを通して主体的に学ぶ学習プ

ロセスを大切にする。 
・ 学びを広げる､高める交流活動を積極的に取り入れていく。 
     思いや考えの伝え合い､異集団・異年齢の人たちとの交流 ・・・ 

・ 自分の活動のプロセスを自覚し､伸びを実感できるふりかえり活動を工夫する。 

子どもの姿から学ぶ研究授業 




